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普
通
交
付
税
は
当
初
見
込
み
よ

り
１
７
６
８
万
円
の
減
額
と
な
っ

た
が
、
県
支
出
金
、
緊
急
防
災
・

減
災
事
業
債
な
ど
の
特
定
財
源
や

繰
越
金
な
ど
で
賄
い
財
政
調
整
基

金
繰
入
金
を
２
８
１
６
万
円
減
額

で
き
た
。

　
在
宅
酸
素
診
療
機
器
を
必
要
と

す
る
患
者
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ

り
、
在
宅
酸
素
診
療
機
器
を
リ
ー

ス
す
る
費
用
。

　
テ
レ
ビ
放
送
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
通
信
な
ど
の
加
入
者
の
加
入
金

等
を
免
除
す
る
よ
う
に
改
正
す
る
。

こ
の
た
め
、
今
ま
で
の
加
入
金
等

を
遡
及
し
て
返
還
す
る
た
め
補
正

を
す
る
。

　
伴
太
郎
・
仲
分
川
地
区
に
情
報

通
信
基
盤
整
備
事
業
を
導
入
す
る

に
当
た
り
、
新
た
な
辺
地
計
画
の

策
定
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
。

　
鈴
地
区
の
町
道
整
備
事
業
を
導

入
す
る
に
当
た
り
、
新
た
な
辺
地

計
画
の
策
定
が
必
要
と
な
っ
た
た

め
。

　
平
成

２２
年
度
に
計
画
を
策
定
し
、

事
業
の
優
先
順
位
を
つ
け
な
が
ら

事
業
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ

が
、
地
震
・
津
波
対
策
な
ど
の
新

た
な
事
業
を
加
え
る
必
要
が
生
じ
、

事
業
費
や
実
施
年
度
の
見
直
し
が

必
要
と
な
っ
た
た
め
。

 
佐
賀
地
区
の
黒
潮
一
番
地

１５
の

施
設
の
指
定
管
理
者
を
（
株
）
森

下
商
店
と
す
る
も
の
。

 
 
 

「
地
球
温
暖
化
対
策
の
た

め
の
税
」
の
一
定
割
合
を
森
林
面

積
に
応
じ
て
市
町
村
に
譲
与
す
る

仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
。

 
 
 

地
方
自
治
体
が
行
う
鳥
獣

被
害
防
止
策
に
財
政
支
援
を
求
め

る
こ
と
。
ま
た
、
専
門
の
人
的
支

援
等
を
強
化
し
、
国
を
挙
げ
て
総

合
的
な
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
。

平
成
２４
年
度
黒
潮
町
国
民
健

康
保
険
直
診
特
別
会
計
補
正

予
算

平
成
２４
年
度
黒
潮
町
情
報
セ

ン
タ
ー
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

地
球
温
暖
化
に
関
す
る
「
地

方
財
源
を
確
保
・
充
実
す
る

仕
組
み
」
の
構
築
を
求
め
る

意
見
書

伴
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・
仲
分
川
辺
地
に
係

る
総
合
整
備
計
画
の
策
定

鈴
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計

画
の
策
定

黒
潮
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
の
変
更

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
充
実

を
求
め
る
意
見
書

伊
方
原
発
の
再
稼
動
を
認
め

な
い
こ
と
を
求
め
る

水
産
加
工
施
設
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定
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食
品
の
放
射
能
測
定
装
置
導
入
に

関
す
る
請
願
書

 
 
 

子
ど
も
を
放
射
能
か
ら
守

る
た
め
に
保
育
所
、
学
校
給
食
の

安
全
対
策
と
し
て
放
射
能
測
定
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
、
子
ど
も
た
ち

の
内
部
被
爆
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
放

射
能
測
定
器
の
購
入
を
求
め
る
。

趣
旨

採
 

択 請
　
 

願
　

 
 
 

民
主
党
が
通
常
国
会
に
提

案
す
る
法
案
に
よ
り
国
家
行
政
組

織
法
に
基
づ
き
「
３
条
委
員
会
」

を
設
置
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
運
用
に
は
幾
つ
も
の
点
に
お

い
て
疑
義
が
あ
る
の
で
安
易
な
設

置
は
認
め
ら
れ
な
い
。

 
 
 

伊
方
原
発
は
日
本
最
大
の

活
断
層
の
ほ
ぼ
真
上
に
あ
り
、
大

地
震
に
対
す
る
備
え
は
十
分
と
は

言
え
な
い
。

　
万
一
、
事
故
が
起
き
れ
ば
、
原

発
周
辺
地
域
は
も
ち
ろ
ん
、
黒
潮

町
を
含
む
高
知
県
西
部
全
体
が
放

射
能
に
汚
染
さ
れ
る
こ
と
は
ま
ぬ

が
れ
な
い
。

　
再
稼
動
を
認
め
な
い
こ
と
と
、

事
故
が
起
き
た
場
合
、
被
害
を
も

た
ら
す
恐
れ
が
あ
る
地
域
の
住
民

の
声
を
真
摯
に
聞
く
こ
と
。

「
人
権
侵
害
救
済
法
案
」
に

反
対
す
る
意
見
書
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旨

趣
旨

そ
き
ゅ
う


